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２１世紀社会デザインとことばの力　　第５回
２００８．５．２７

　　　　　　　　　　　　　　小泉政権
今日は小泉政権の話を少しやります。

本の紹介

小泉
官僚国解体論
これは、小泉が首相になる前に書いたものです。
頭のところに日本の憲法を引用して、「主権在民が規定されているにもかからず日本の現状は、主権在官である。官僚が、権力を握っている。それをぶっつぶす」ということを言っています。「主権在官」を、「主権在民」にするために抜本的な行財政改革が必要であるという論法です。
この時点（彼が首相になる前）彼は、小選挙区制を「亡国論」といっていました。「小選挙区比例代表制は絶対によくない。中選挙区が日本人に適している」と、中選挙区制の方を礼賛していたわけですが、小泉チルドレンは　もっぱらこれで入ってくるわけです。

〇５年の郵政選挙の小泉の圧倒的勝利は、もっぱらこの小選挙区比例代表制の重複立候補制度によります。第一部の方は、自分が実際に総理大臣になってからと相当違うのですが、

第二部の方は、官僚王国解体論ということで、総理大臣になってから　彼がやることがほとんど書いてあります。

　　　　　　　　　
財政投融資

「官僚王国解体論」で、彼は盛んに郵政省のことを言うわけです。

郵政３事業民営化、郵政省解体とか言っています。

郵政省のお金は、その資金を財政投融資という形で、使っていたわけです。財投と言うのは、国民のお金を郵便貯金という形で集めて、そのお金をいろんな事業に投融資する。要するに　郵便貯金で集めた、普通の銀行の何倍ものお金を大蔵省が財政的に投融資する仕掛けです。これは官僚が使える。

国家予算の配分は、国会の同意が必要です。しかし、財政投融資は　その国会の縛りがぬけるんです。

それは小泉改革以前の日本の基本的な構造だったわけです。そのあたりを彼は、変えていった。

巨額なお金を政府が動かす。これは戦争のためにできたわけです。当時国家財政の圧倒的な部分はすべて戦争がらみです。国家財政のほとんどは、そこに使われたわけです。
それだけでは全然足りないので、一つは、債券を発行したわけです。満州事変とか北支事変とか、何とか事変という形で戦争が起きるわけですね。そのたびにそのための資金調達を国債発行という形で行うわけです。
これでも足りないからさらに、イギリスの仕組みを真似した郵便貯金制度というのをやる。国家的運動として、「無駄遣いをするな」「郵便貯金をしろ」「国債を買え」というのをするわけです。
それが「愛国者」であるという感じで。国全体がこの二つを軸として戦争をする。国家総動員の一環として、行われたわけです。この体制そのものを１９４０年体制と言って、それがそのまま、戦争が終わってからも続いて、高度成長期の日本を支えたことをこの前　言ったと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　主権在天
小泉が挑戦した「主権在官」の制度的枠組みがどこから来てるかといえば、明治政府からです。要するに、天皇主権です。官僚は天皇の官僚で、主権在天です。
もし小泉が戦前こういうことを言ったら、反逆罪になるわけです。非常にラジカルなことをやったわけです。
主権在官解体

戦前から、一貫して国のことは官僚がやるという。そういう制度がずっと続いていたわけです。１９５５年、自由党と民主党が、いっしょになって自由民主党になり、それ以後　細川内閣ができるまで、一つの政党が日本を支配してきたわけです。

小泉がもう一つ壊したのは、自由民主党という日本の戦後を支配してきた体制です。

自民党と官僚制度が一体化していたわけです。その一体化の構造そのものを壊すというのが、小泉改革です。

　　　　　　　　　　派閥

自民党の内部構造は、派閥の連合体です。

５大派閥の支配体制というものが、かつてありました。その派閥の権力がわりと均衡していたんですが、それがあるとき、田中角栄という男が出てきまして、この人の派閥が圧倒的な力を持つようになる。田中派というのは、一時期、１００人を超えるんです。

この派閥連合体支配は、国家の制度ではないけれども、事実上国家を動かすような巨大な政治集団として、権力を振るいます。

基本的には、７３、７４年ごろが中心ですね。田中は若くして総理大臣なりますから　、何年もやるだろうと思われていたんですが、大インフレが起きて、身を引きます。彼はもう一ど総理大臣をやるつもりでした。
ところが三木になって、そのときにロッキード事件が起きて田中はひっくりかえるわけです。
それから田中が、表舞台にはでられないけれども、自民党内の最大派閥を後から動かす時代になるわけです。これが長く続きます。

日本の戦後史を考えるときに、総理大臣の名前で　「○○時代」という言い方をするわけですが、田中内閣時代以後は、新しい内閣を田中が決めちゃう時代になります。田中が有罪になるまで、１０年ぐらい、福田内閣、大平内閣・中曽根内閣、このあたりまで、田中が事実上の政権をコントロールするわけです。日本の官僚機構はほとんどすべて田中派が牛耳るという感じになるわけです。
その過程で、田中が、官庁そのものから、官僚を選挙に出します。

吉田首相時代から　官僚が政治家になり、首相になるというのが続くわけです。池田とか、佐藤とかは、吉田内閣時代の官僚たちです。

そういう感じで、官僚OBが政治の世界に出てきています。

明治国家体制の中でも、実は　同じことが起きているんです。優良な人材を国が中心となって育て、天皇の官僚としてそれを使う。その官僚を育てる学校として、東大ができたわけです。


占領軍と官僚

そういうバックグランドの中で戦争が終わったときに、占領軍が、間接統治をします。
基本は日本政府が直接、日本国民を統治して、その頭を占領軍が統治するというしかけができます。占領軍は、コミュニケーションが、十分でないことで、間接方式をとらなければいけなかったわけです。

そのため、軍事部門は、全部解体しますが、国家の制度的な枠組みは　ほとんどそのまま残します。
　　　　　　　　　subject  to

ポツダム宣言を受け入れるときに、天皇の前で御前会議が開かれます。

そのとき　　subject  to　が問題になります。
８月９日　長崎に原爆が落ちて、ソ連軍が参戦する。その二つが起きて、日本は「もう抵抗してもだめだ」ということで、ポツダム宣言を受け入れることを決めます。

連合国に　それを通告する時に　「その宣言を丸ごと受け入れるのではなく、天皇の国家統治権限制度を続ける。」「国体を維持する。それさえ守れれば、降伏してもいい」と申し出ます。
日本としては、ポツダム宣言に対して付けた「条件」のつもりだったわけです。
ところが連合国側がそれに対して、直接返事しないわけです。

「占領が始まったら、占領軍司令官のもとに　天皇ほかすべてが、subject　to　である」という、言い方をするわけです。それが返事です。

戦争がおわって占領することは　ポツダム宣言に書いてあります。占領が始まったときに、占領軍総司令部ＧHＱの総司令官　マッカーサーに、天皇ならびに、政府のヘッドは、subject　to「従う」ということです。
この返事の解釈をめぐって、御前会議がもう一度開かれます。それが８月１４日です。このsubject　toをどう解釈するかです。本当に、国体が維持されるかどうかの議論です。

それで、実は、この会議に出席した人たちは、英語が十分に分からない。Subject　ｔｏは外務省の訳文では「制限のもとにおかれる。」です。
微妙な違いのもとで、占領が始まります。

その後の占領行政の中でも　日本語と英語の微妙なズレの問題がでてきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　二重構造
占領軍の間接統治方式の中で政治権力を持った人間が、かつての天皇のようなコントロールを持つことがずーっと続くわけです。
自民党ができて、それが、政権を持つと、自民党の組織と　国の二重構造になるわけです。二重構造ということは、自民党の中の政調部会が、その時々の政策をきめることです。その自民党の政調会は、官庁と、二重構造になっているわけです。
たとえば農林行政であれば、農林省が担当して自民党の農林部会がそれをコントロールするという感じになるわけです。行政は法律と予算の両面で行われて、予算のほうは、国会で行うけれどもその案を官庁がこしらえる。

次の国会で、「どういうふうに何をどうするか」みたいなことは、制度的には議会の各委員会がやるんですが、その委員会を支配しているのは、自民党で、自民党の政調部会がそのまま国会を通じて、全体を支配する。
ネゴシエーションは自民党の政調部会の中で行なえるわけです。政策をきめるのは、自民党の政調部会の数的なバランスで、派閥が一つ一つの政策を通すとか、とおさないとか話し合うわけです。
田中派

このころの派閥の力はものすごいです。
一つの政党以上の力を持っていたわけで、特に田中の力は、歴史上かつてないほどの派閥でしたから圧倒的な力を持っていたわけです。

それが、続いて、中曽根時代に田中有罪の判決が出ます。それで、少し変わりますが、田中の時代は　もう少しつづきます。

経世会
小泉が政権を取ったとときに言った「自民党部を壊す」ということは、実は、自民党そのものを壊すことではなくて、自民党内部の力の構造、経世会の支配を壊すということです。

田中が政権を失っても自民党をコントロールする力を用いて、旧田中派の人々が実質的に力を持つ。橋本とかいろんな名前がつづく。経世会という旧田中派の力が続いていたわけです。平成会支配の自民党を壊すという小泉の政治行動は、まさにそこに集中して
います。意識的に壊していくわけです。

選挙

なんで田中のこんな支配が続いたか　というと、このグループが選挙に圧倒的に強かったということ、もう一つは、官庁支配のパワーが圧倒的に、たけていたということです。

この両面を小泉は意識的につぶすんです。

そのために、何をやったかというと、徹底的に田中経世会の流れをくむ人間を政権から遠ざけるわけです。多少は入れますが、政治的、パワーを持った人間は入れないわけです。

権力構造を変えるということです。
選挙は、国政選挙もありますが、それだけではなく、自民党の総裁選挙もです。

総裁選挙は、党員の中の選挙です。大昔はほとんどが、買収で決まったわけです。
僕はいろんな取材をしていますが、最初の頃は、サントリーオールドの箱に、お金を入れて渡したという話を聞きました。本当に、現金そのものが動く時代がずーっと続くわけです。

日本全国の自民党員が、１票を持つという総裁選は、そんな大昔からではない。昔は国会議員だけが持っていただけです。「お金で票が買えるなら安いもんだ」と、最もはっきり言ったのが田中角栄です。そのスポンサーが小佐野です。

選挙制度を変えなければいけないと大平のときに、初めて、自民党員の選挙による総裁選をやるわけです。その時田中のふところがたな的な　後藤田官房長官が選挙を仕切るわけです。自民党党員名簿をもとに　すべての党員を訪問するわけです。戸別訪問をやるわけです。
そのときに、福田と大平が、争うのですが、大平が、それで勝つわけです。ときの総理大臣が戦略に負けるわけです。
これ以来　総裁選の基本は、党員名簿を手に入れて、それを徹底的に回って、一人一人つぶすことになるわけです。

　　　　　　　　　総裁選　小泉の手法
小泉が政権を取る総裁選挙のときに、飯島秘書が
「党員名簿　いります？」と聞くと小泉は

「党員名簿は要らない、街頭演説１本で行こう」と答えます

当時　党員名簿の値段は、２４０万人分６００万円と言われていました。
小泉はこういうやり方に　もともと反対です。

彼は、福田の流れで、福田・田中の対立関係は底流で　ずっとつづくわけです。
その鬱積が、小泉の反経世会になったという一面もあるのですが、同時に、
自民党の基本構造、田中経世会による政治支配がおかしいというのが一貫して小泉にあったわけです。
そういうことで、経世会支配の構造のいちばんの根本にある自民党総裁選で、田中が勝ち続ける基本戦略をひっくり返さなければ駄目だということで、小泉は、党員名簿中心の選挙をやめるわけです。
本の紹介、

大下

実際この戦略が、こうをそうするわけです。

投票権を持たない日本国民全体に　街頭演説でうったえる。マスコミが、これを大きく伝える。そういう中で、自民党総裁戦の投票権を持つ自民党員のマインドを変えてしまう。

　　　　　　　　　　　　派閥との決別と諮問会議

これ以前の自民党というのは、派閥単位の談合の中で、決まることがあるだけです。大臣をきめるときにも派閥の推薦名簿で候補者をきめるわけです。
それらを　小泉はやらなかったわけです。それで小泉の独特の権力構造ができるわけです。

さらに小泉がやった一番大きなことは　政策を決めるときに「経済財政諮問会議」
というのを非常に有効につかっていったということがあります。
予算を決めるには、基本的には財務省が中心になって　各省庁の申し入れを積み上げて作ります。「諮問会議」は橋本のときにできたのですが　形式的なもので、実質は官僚がやっていました。

ところが小泉は　この会議を全く違うものにしてしまいます。すべての会議にでて議長をつとめ、概算要求の基準をきめ、「基本的な予算の骨格」をつくってしまったのです。

その制度を通じて　いわゆる　小泉改革というものが進行して行くわけです
本の紹介

ことば
